任期付職員（弁護士）職務経験等報告書
	氏　名
	
	※受験番号
	


※１　職歴はできるだけ詳しく記入してください。（記入例参照）
※２　紙面が不足する場合は、別紙に記載してください。

	職　　歴
［職務内容ごとに期間を明記の上、時系列で整理し、ポスト名、そのポストでの具体的な業務内容や役割を記入してください。就職先の事務所（弁護士事務所）等の規模（社員数等）も記入してください。］

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


※　参考となる資料があれば、添付してください。


※１　職歴はできるだけ詳しく記入してください。
※２　紙面が不足する場合は、別紙に記載してください。

	職　　歴

［職務内容ごとに期間を明記の上、時系列で整理し、ポスト名、そのポストでの具体的な業務内容や役割を記入してください。就職先の事務所（弁護士事務所）等の規模（社員数等）も記入してください。］

	■平成26年4月　　　○○法律事務所弁護士（弁護士15人、事務スタッフ20人）

	●平成26年4月　　企業法務から個人依頼案件まで多岐にわたり担当

	●平成28年11月　主に企業法務を担当

	（平成29年4月～令和2年11月）　○○株主代表訴訟原告（被控訴人）代理人（高裁判決）

	（平成30年7月）　　　論文「○○○○」発表（掲載紙「○○○○」○○○号）

	（平成30年12月～令和元年10月）　

○○セミナーのサブリーダーとして企業買収に関する法的問題を研究

	（平成31年1月～令和2年12月）　　○○無効確認等請求事件上告人代理人（最高裁判決）

	

	■平成30年4月　　　○○法律事務所所長（弁護士2人、事務スタッフ3人）

	●平成30年4月　　主に企業法務を担当

	（平成30年5月～平成30年6月）　　○○仮処分請求事件債権者代理人（高裁決定）

	（平成30年9月）　　　電子商取引に関する法律相談を始める。

	（平成30年10月～令和２年3月）　○○株主代表訴訟控訴人代理人（高裁判決）

	（令和2年5月）　　　コーポレート・ガバナンスに関する法的問題を研究

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


※　参考となる資料があれば、添付してください。

記入例





弁護士として１年以上の訴訟活動に関する実務経験がわかるように、期間（年月）を必ず記入してください。








